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SK LABS STARTER KIT 2026

AI 活用事例集
仕事・発信・制作で使える実践モデル

この一冊のゴール

AI の機能紹介ではなく、「どんな課題に、何を渡し、どう進めるか」を具体的に理解

すること。

SK LABS
2026 年 7 月 30 日
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INTRODUCTION

はじめに
事例は、AI を自分の仕事へ置き換えるための設計図です。

AI 活用で迷いやすいのは、ツールの使い方よりも「自分の仕事のどこで使うか」で

す。本書では、日常業務・コンテンツ制作・発信・資料作成を中心に、再現しやす

い活用モデルを整理しました。

重要

本書の事例は、特定企業の実績値や成果保証ではありません。導入前後の変化を理解

するための想定ケースです。

 AI へ渡す情報を明確にする
 工程を分けて確認する
 最終判断は人が行う
 機密情報・個人情報を不用意に入力しない
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CASE 01

メール作成
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

要点は決まっているが、丁寧な文章へ整えるのに時間がかかる。

AI へ渡す情報

 相手との関係
 伝えたい要点
 期限・候補日
 希望するトーン
 避けたい表現

進め方

1. 要点を整理

伝える事実と依頼内容を箇条書きにする。

2. 初稿を作成

件名と本文をセットで作らせる。

3. 確認・調整

誤解の余地、日付、敬語を人が確認する。
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期待できる変化

白紙から考える負担を減らし、必要事項の抜け漏れを確認しやすくなる。

注意

送信先・日付・金額・契約条件は必ず原文と照合します。
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CASE 02

会議メモ整理
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

メモが断片的で、決定事項と次の行動が混ざっている。

AI へ渡す情報

 会議メモ
 参加者
 会議の目的
 決定事項の定義
 希望する出力形式

進め方

1. 分類

議題・決定・保留・課題へ分ける。

2. 行動化

担当者・期限・次の一手を抽出する。

3. 共有用に整形

短い議事録とタスク一覧へまとめる。
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期待できる変化

会議後の共有が早くなり、誰が何をするかを明確にしやすくなる。

注意

録音・議事録に機密情報が含まれる場合は、利用規程と入力範囲を確認します。
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CASE 03

情報収集の整理
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

検索結果が多く、比較軸や確認すべき点が分からない。

AI へ渡す情報

 調べたいテーマ
 利用目的
 対象期間
 重視する条件
 確認済みの一次情報

進め方

1. 問いを分解

調査テーマを複数の確認項目へ分ける。

2. 比較表を作る

同じ基準で候補を整理する。

3. 未確認点を分離

事実・推測・要確認を分ける。
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期待できる変化

情報を集める前に確認軸が整い、調査のやり直しを減らせる。

注意

最新情報や価格・規約は、必ず公式サイトなどの一次情報で確認します。
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CASE 04

note 記事制作
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

テーマはあるが、読者が最後まで読める構成へまとめられない。

AI へ渡す情報

 読者の悩み
 記事の目的
 伝えたい結論
 体験・根拠
 無料と有料の範囲

進め方

1. 構成を作る

導入・問題・解決・実践・まとめに分ける。

2. 章ごとに執筆

一章ずつ確認しながら下書きを作る。

3. 編集

重複・不自然な表現・導線を人が整える。
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期待できる変化

書き始めるまでの時間を短縮し、論点の抜けを発見しやすくなる。

注意

独自体験や事実を AI に作らせず、根拠のある内容だけを残します。
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CASE 05

SNS 投稿制作
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

毎日発信したいが、同じ内容や似た言い回しになりやすい。

AI へ渡す情報

 媒体
 読者
 投稿目的
 テーマ
 文字数・口調
 禁止表現

進め方

1. 切り口を増やす

共感・気づき・手順・事例など複数案を出す。

2. 媒体に合わせる

文字数と読み方に合わせて短くする。

3. ブランド確認

押し付け・誇張・表現のぶれを修正する。
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期待できる変化

一つのテーマを複数の投稿へ展開し、発信の継続を助ける。

注意

投稿頻度や反応を保証するものではありません。公開前に事実と表現を確認します。
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CASE 06

LP 構成作成
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

サービスの魅力はあるが、読者が理解し行動する順番へ整理できない。

AI へ渡す情報

 商品・サービス
 想定顧客
 顧客の悩み
 提供価値
 証拠・実績
 CTA

進め方

1. 顧客視点を整理

悩み・不安・期待を言語化する。

2. ページ構成を作る

ファーストビューから CTA まで順番を設計する。

3. 文言を改善

誇張を避け、具体的で分かりやすい表現へ直す。
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期待できる変化

制作前に必要な情報が見え、デザインと文章の手戻りを減らしやすくなる。

注意

実績・価格・保証・限定条件は、確認済みの事実だけを掲載します。
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CASE 07

提案資料作成
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

情報は揃っているが、読み手が短時間で判断できる資料にならない。

AI へ渡す情報

 提案先
 提案目的
 現状課題
 提案内容
 費用・日程
 期待効果

進め方

1. 結論を先に置く

最初に提案の要点と判断事項を示す。

2. 根拠を配置

課題・解決策・進め方をつなぐ。

3. 図表化

比較・工程・役割を表や図へ整理する。
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期待できる変化

説明順序が整い、会議で必要な判断ポイントを共有しやすくなる。

注意

数値効果は根拠を明示し、推定値と実績値を混同しません。
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CASE 08

マニュアル作成
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

担当者の頭の中に手順があり、引き継ぎや教育が難しい。

AI へ渡す情報

 現在の作業手順
 使用ツール
 判断条件
 よくある失敗
 完了の基準

進め方

1. 作業を分解

開始条件から完了までを小さな工程へ分ける。

2. 例外を整理

通常・エラー・判断が必要な場合を分ける。

3. チェック化

実行者が確認できる形式へ整える。
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期待できる変化

属人化した作業を共有し、教育・引き継ぎの土台を作れる。

注意

実際の画面や権限を確認し、机上の手順だけで公開しないようにします。



SK LABS Starter Kit 2026  |  Vol.3 AI 活用事例集  |  20

CASE 09

問い合わせ対応
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

似た質問への回答作成に時間がかかり、回答品質もばらつく。

AI へ渡す情報

 問い合わせ本文
 公式の回答基準
 利用規約・FAQ
 対応できる範囲
 エスカレーション条件

進め方

1. 意図を分類

質問・不満・依頼・緊急性を分ける。

2. 回答案を作る

事実と次の行動を簡潔に伝える。

3. 人が承認

個別事情・契約・感情面を確認する。
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期待できる変化

定型的な回答の初稿を早く作り、対応基準を揃えやすくなる。

注意

クレーム、返金、法的問題、個人情報を含む案件は人が判断します。
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CASE 10

タスク整理
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

やることが多く、優先順位と最初の一歩が曖昧になる。

AI へ渡す情報

 タスク一覧
 期限
 重要度
 所要時間
 依存関係
 今日使える時間

進め方

1. 分類

緊急・重要・待機・不要へ分ける。

2. 順番を決める

依存関係と締切から実行順を作る。

3. 着手単位へ分解

30 分以内で始められる行動へ変える。
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期待できる変化

頭の中の負荷を減らし、今日着手する一つを決めやすくなる。

注意

AI は現場の突発事情を把握できないため、最終順位は本人が調整します。
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CASE 11

学習サポート
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

専門用語が多く、どこから理解すればよいか分からない。

AI へ渡す情報

 学びたいテーマ
 現在の理解度
 目的
 使える時間
 希望する説明方法

進め方

1. レベル調整

初心者向けの言葉で全体像を説明させる。

2. 例題を作る

身近な例と確認問題を作る。

3. 弱点を確認

間違えた理由を説明させ、復習する。
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期待できる変化

自分の理解度に合わせた説明と練習問題を得やすくなる。

注意

資格試験・制度・法律などは、公式教材や最新の出題範囲と照合します。
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CASE 12

データの読み取り
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

表や数値はあるが、どこを見て判断すればよいか分からない。

AI へ渡す情報

 表・CSV の項目
 分析目的
 期間
 比較対象
 注意すべき欠損や例外

進め方

1. データ確認

列の意味・欠損・重複を整理する。

2. 傾向を抽出

増減・偏り・異常値を確認する。

3. 仮説を分ける

事実と解釈を別にしてまとめる。
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期待できる変化

見るべき指標を整理し、追加で確認すべきデータを発見しやすくなる。

注意

相関を因果と断定せず、計算結果と元データを再確認します。
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CASE 13

画像制作の指示
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

イメージはあるが、デザイナーや画像生成 AI へ正確に伝えられない。

AI へ渡す情報

 用途・掲載場所
 対象者
 サイズ
 雰囲気
 必須要素
 避けたい表現

進め方

1. 目的を明確化

何を伝え、どんな行動につなげるかを決める。

2. 視覚要素へ変換

構図・光・背景・文字量を言語化する。

3. 確認・修正

可読性、ブランド、権利面を確認する。
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期待できる変化

抽象的なイメージを制作条件へ変え、修正指示を具体化しやすくなる。

注意

人物・商標・既存作品の扱い、利用規約、商用利用条件を確認します。
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CASE 14

コード・サイト制作補助
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

作りたい機能はあるが、実装手順やエラー原因が分からない。

AI へ渡す情報

 目的
 使用言語・環境
 現在のコード
 エラー全文
 期待する動作
 変更禁止範囲

進め方

1. 再現条件を整理

どの操作で何が起きるかを明確にする。

2. 小さく修正

変更箇所と理由を確認しながら直す。

3. テスト

正常系・異常系・既存機能への影響を確認する。
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期待できる変化

実装のたたき台やデバッグ観点を得て、学習と制作を前に進められる。

注意

生成コードをそのまま本番へ入れず、セキュリティと動作を検証します。
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CASE 15

自動化候補の発見
初心者でも再現しやすい、AI 活用の基本モデルです。

導入前の課題

毎日同じ作業をしているが、どこまで自動化できるか分からない。

AI へ渡す情報

 作業名
 頻度
 手順
 使用ツール
 入力と出力
 人の判断が必要な箇所
 失敗時の影響

進め方

1. 繰り返しを特定

定型入力・転記・通知・集計を見つける。

2. 自動化範囲を分ける

完全自動・半自動・人が行う工程へ分類する。

3. 小さく検証
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低リスクの一工程から試し、ログを残す。

期待できる変化

自動化すべき作業と、人が残るべき判断を切り分けやすくなる。

注意

最初から完全自動化せず、停止方法・重複防止・エラー通知を設計します。
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PRACTICE

自分の仕事へ置き換える 5 つの質問

1.

毎週または毎月、繰り返している作業は何か

2.

白紙から考える時間が長い作業は何か

3.

情報整理や比較に時間がかかる作業は何か

4.

品質が担当者によってばらつく作業は何か

5.

失敗しても影響が小さく、試しやすい作業は何か
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CHECKLIST

AI 活用事例を試す前のチェックリスト

 目的を一文で説明できる
 AI へ渡す資料を整理した
 個人情報・機密情報を除いた
 出力形式を指定した
 人が確認する項目を決めた
 成功・失敗の基準を決めた
 小さな範囲から試す
 結果と改善点を記録する

最初の一歩

今日の仕事から「白紙を下書きに変える作業」を一つ選び、AI へ目的・対象・条件・

形式を伝えて試します。
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NEXT STEP

次のステップ
AI 活用は、ツール選びよりも運用設計で差がつきます。

SK LABS では、ホームページ・LP・コンテンツ制作・AI 導入・業務改善など、目的

に合わせた活用設計を支援します。

ご相談窓口

info@sk-labs.net

本書に掲載していないもの

 内部プロンプト
 AI 共通運用ルール
 自動化設計書
 命名規則・マスターナレッジ
 SK LABS独自の中核ノウハウ

SK LABS Starter Kit Vol.3

AI を、使える仕組みへ。


